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丹
波
国
の
公
儀
触
伝
達
関
係
資
料
の
一
事
例西

村　
　

正
芳

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
綾
部
市
の
郷
土
史
家
故
村
上
佑
二
氏
が
収
集
し

た
文
書
群
（
綾
部
市
郷
土
資
料
館
蔵
）
で
、
資
料
館
へ
移
管
さ
れ
る
前
に
、
村
上

氏
が
山
家
藩
関
係
と
し
て
分
類
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る１

。
内
容
は
、
丹
波
の

天
田
・
何
鹿
・
多
喜
（
多
紀
）
郡
へ
の
公
儀
触
伝
達
に
あ
た
っ
て
の
飛
脚
賃
に
関

す
る
書
付
五
点
で
、
作
成
年
月
日
は
、
そ
の
内
の
一
点
に
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）

（【
史
料
５
】）
の
年
記
が
あ
る
。
他
の
四
点
は
い
ず
れ
も
「
丑
」
と
し
て
月
日
を

記
す
の
で
、
五
点
は
い
ず
れ
も
享
保
六
年
（
丑
）
と
推
定
す
る
。

【
史
料
１
】
か
ら
【
史
料
５
】
ま
で
の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
１
】
は
、
京
都
の
飛
脚
問
屋
と
思
わ
れ
る
近
江
屋
が
、
八
月
二
十
七
日

付
で
、
京
都
町
奉
行
の
書
箱
と
京
都
代
官
の
添
状
を
送
る
、
京
都
か
ら
丹
波
国
天

田
郡
中
出
村
（
旧
三
和
町
、
現
福
知
山
市
）
ま
で
の
飛
脚
賃
と
判
断
さ
れ
る
一
九

匁
を
請
求
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
る
中
出
村
宛
の
通
知
で
あ
る
。

【
史
料
２
】
は
、
中
出
村
庄
屋
等
が
、
翌
日
二
十
八
日
付
で
、
京
都
町
奉
行
他

の
廻
書
の
飛
脚
賃
一
九
匁
を
何
鹿
・
多
紀
・
天
田
の
三
郡
に
分
割
し
、
そ
の
う
ち

天
田
郡
内
の
一
一
八
ヶ
村
へ
の
懸
銀
や
飛
脚
賃
の
集
め
方
を
知
ら
せ
る
同
郡
庄
屋

衆
宛
の
通
知
で
あ
る
。

【
史
料
３
】
は
、
中
出
村
庄
屋
等
が
、
二
十
八
日
の
深
夜
に
出
し
た
、
京
都
町

奉
行
所
か
ら
の
廻
状
等
を
天
田
郡
か
ら
順
に
何
鹿
・
多
紀
の
順
で
廻
達
す
る
旨
の

三
郡
宛
の
通
知
で
あ
る
。
天
田
郡
内
は
、【
史
料
２
】
と
併
せ
て
廻
達
し
た
と
思

わ
れ
る
。
丹
波
国
三
郡
へ
の
廻
達
と
飛
脚
賃
の
賦
課
、
別
途
天
田
郡
内
へ
の
廻
達

等
に
つ
い
て
は
綾
部
藩
領
の
中
出
村
が
通
知
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、【
史
料
１
】
で
は
京
都
代
官
の
玉
虫
左
兵
衛
の
添
状
と
あ
る
が
、
史
料

３
で
は
写
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
【
史
料
５
】
で
も
写
と
あ
る
の
で
、
中
出
村

が
写
を
作
成
し
て
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
４
】
は
、綾
部
大
庄
屋
二
名
と
長
砂
村
大
庄
屋
（
以
上
、綾
部
藩
大
庄
屋
）

が
、
九
月
二
日
付
で
、
何
鹿
郡
内
の
八
五
ヶ
村
へ
の
飛
脚
賃
の
懸
銀
を
知
ら
せ
る

通
知
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
綾
部
大
庄
屋
か
ら
賃
銀
割
の
通
知
を
受
け
取
っ
た

何
鹿
郡
の
庄
屋
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
家
藩
領
な
ど
も
あ
る
何
鹿
郡
内
の
各

村
へ
の
廻
達
と
飛
脚
賃
の
賦
課
を
綾
部
藩
領
の
大
庄
屋
が
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

【
史
料
５
】
は
、
京
都
町
奉
行
所
の
廻
状
と
添
状
、
京
都
代
官
よ
り
の
添
状
の

写
と
近
江
屋
か
ら
の
飛
脚
賃
書
を
請
取
っ
た
こ
と
、
飛
脚
賃
銀
一
八
匁
余
を
渡
し

た
こ
と
、
中
出
村
か
ら
の
印
形
の
あ
る
三
通
と
村
書
目
録
を
請
取
っ
た
こ
と
が
書

か
れ
る
、
廻
書
等
の
廻
達
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
る
請
書
の
雛
形
で
あ
る
。「
村
書

目
録
」
は
廻
達
さ
れ
た
村
名
の
目
録
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
中
出
村
は
廻
達
の
廻
し

は
じ
め
の
み
を
担
当
し
、
返
却
は
別
の
村
が
あ
た
っ
た
と
思
わ
れ
る２

。

コ
ラ
ム
３
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本
稿
の
史
料
に
お
い
て
、
丹
波
国
天
田
・
何
鹿
・
多
紀
の
三
郡
に
出
さ
れ
た

京
都
町
奉
行
の
廻
書
が
、
飛
脚
問
屋
か
ら
天
田
郡
中
出
村
へ
届
け
ら
れ
、
同
村
庄

屋
経
由
で
、
三
郡
内
の
各
村
々
の
各
村
へ
廻
達
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
領

主
が
多
数
い
る
何
鹿
郡
で
は
郡
内
を
取
り
ま
と
め
る
綾
部
藩
領
の
大
庄
屋
が
廻
達

等
を
請
け
負
っ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
廻
書
の
廻
達
と
併
せ
て
飛
脚
賃
も
あ
わ

せ
て
徴
収
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

課
題
も
含
め
て
興
味
深
い
の
は
、
廻
書
等
の
廻
達
先
が
何
鹿
・
多
紀
・
天

田
の
三
郡
で
あ
る
こ
と３

、
三
郡
の
仕
切
り
を
天
田
郡
中
出
村４

庄
屋
が
行
っ
て
い

る
こ
と
、
何
鹿
郡
の
対
応
は
綾
部
・
長
砂
の
大
庄
屋
が
勤
め
て
い
る
こ
と
、
中
出

村
・
綾
部
村
・
長
砂
村
共
に
綾
部
藩
領
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
本

稿
史
料
に
お
け
る
享
保
六
年
の
対
応
は
一
時
的
な
も
の
な
の
か
、
さ
ら
に
は
、
京

都
町
奉
行
所
の
廻
状
に
京
都
代
官
が
添
状
を
発
給
し
て
い
る
点５

、
飛
脚
賃
の
徴

収
方
法
、
近
江
屋
へ
の
渡
し
方
等
、
疑
問
点
や
関
心
は
多
々
あ
る
。
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

【
史
料
１
】（
一
〇
―
五　

切
紙
）

「（
包
紙
上
書
）

京
近
江
屋
五
右
衛
門
飛
脚
賃
書
付
」

　
　
　
　

覚

一�

京
都
町
御
奉
行
所
様
ゟ
被
遣
候
御
書
箱
壱
ツ
并
玉
虫
左
兵
衛
様
ゟ
御
添
状
壱

通
、
慥
ニ
御
受
取
可
被
成
候
、
飛
脚
賃
銀
新
銀
拾
九
匁
右
之
通
御
払
可
被
成
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
神
泉
苑
町
姉
小
路
上
ル
丁

　
　
　

丑
八
月
廿
七
日
弐（

マ
マ
）人　
　
　
　
　

近
江
屋
五
右
衛
門

　
　
　
　

丹
波
天
田
郡
中
手
村

　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
年
寄
中
様

【
史
料
２
】（
一
〇
―
四　

切
紙
）

「（
包
紙
上
書
）

京
御
奉
行
様
御
廻
書
飛
脚
賃
銀
割
」

　
　
　

京
都
町
御
奉
行
様
御
廻
書
飛
脚
賃
銀
割

一
新
銀
拾
九
匁
三
ツ
割
一
ケ
郡
分
ン
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三
宛

　
　

内
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三　
　
　

何
鹿
郡

　
　

内
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三　
　
　

多
喜
郡

　

残
り
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三　

天
田
郡
村
数

　
　
　

百
拾
八
ケ
村
へ
割
付
、
壱
ケ
村
ニ
付
五
厘
三
毛
六
八
宛

　

�

右
之
通
割
符
仕
候
其
村
々
ニ
而
村
懸
り
之
分
ン
御
引
ニ
被
成
、
外
ニ
両
郡
御
引

替
被
成
、
先
々
御
渡
銀
御
請
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
見
中
手
村
庄
屋
与
左
衛
門
印

　
　

丑
ノ
八
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

年
寄
五
郎
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断
太
兵
衛
印

　
　
　
　
　

天
田
郡
村
々

　
　
　
　
　
　
　

御
庄
屋
衆
中
様
参
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【
史
料
３
】（
一
〇
―
三　

切
続
紙
）

「（
包
紙
上
書
）

天
田
郡
触
初
之
廻
状
写　

壱
通
」

　
　
　

覚

一
京
都
町　

御
奉
行
所
様
ゟ
御
廻
状
并
御
添
書
共
弐
通

一
玉
虫
左
兵
衛
様
ゟ
御
添
状
写
一
通

一
近
江
屋
五
右
衛
門
飛
脚
賃
銀
書
付
一
通

右
之
通
天
田
郡
相
済
候
ハ
ヽ
何
鹿
郡
ゟ
多
喜
郡
江
急
々
ニ
無
滞
御
順
達
可
被
成

候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
天
田
郡
九
鬼
大
隅
守
知
行
所
細
見
中
手
村

　
　

丑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋
与
左
衛
門
印

　
　
　

八
月
廿
八
日
夜
丑
下
刻　
　
　
　

年
寄
五
郎
兵
衛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
断
太
兵
衛
印

　
　
　
　
　

天
田
郡

　
　
　
　
　

何
鹿
郡

　
　
　
　
　

多
喜
郡

【
史
料
４
】（
一
〇
―
二　

切
紙
）

「（
包
紙
上
書
）

綾
部
大
庄
屋
ゟ
賃
銀
割
写　

壱
通
」

　
　
　
　
　

覚

一
新
銀
拾
弐
匁
六
分
六
厘
六　
　

何
鹿
郡
・
多
喜
郡
分
ン

　
　

内
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三　

多
喜
郡
引

　

残
而
六
匁
三
分
三
厘
三
毛
三　

何
鹿
郡

　
　

八
拾
五
ケ
村
へ
割
付
仕
候
、
壱
ケ
村
ニ
付
七
厘
四
毛
五
〇
九
宛

　

�

右
之
内　

何
鹿
郡
高
津
村
・
嶋
村
・
綾
部
村
・
栗
村

　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
村
・
鍛
冶
や
村
・
新
庄
村
・
中
村

　

〆
八
ケ
村
分
賃
銀
五
分
九
厘
六
毛
五
引

　

残
而
拾
弐
匁
七
厘
〇
壱
、
此
者
ニ
御
渡
し
可
被
下
候

右
之
通
村
々
賃
銀
御
引
ニ
而
、
残
銀
次
村
よ
り
御
請
取
被
成
、
此
触
書
村
々
不
洩

様
ニ
御
順
達
可
被
成
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
部
大
庄
や
四
方
善
右
衛
門
、

　
　
　
　

丑
九
月
二
日　
　
　

同　
　
　

梅
原
八
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
砂
村
大
庄
屋
大
嶋
与
左
衛
門

　
　
　
　
　

何
鹿
郡

　
　
　
　
　
　

村
々
御
庄
屋
中
様

【
史
料
５
】（
一
〇
―
一　

切
紙
）

「（
包
紙
上
書
）

御
廻
状
請
取
之
写　

壱
通
」

　
　
　
　

御
廻
書
請
取
之
事

一�

京
御
町
奉
行
所
様
ゟ
御
廻
書
壱
通
并
御
添
状
壱
通
、
玉
虫
左
兵
衛
様
ゟ
御
添
状

写
シ
壱
通
、
近
江
屋
五
右
衛
門
飛
脚
賃
書
共
、
右
之
通
無（

マ
マ
）指

シ
慥
ニ
請
取
申
候

而
、
則
賃
銀
拾
八
匁
八
分
九
厘
弐
六
四
、
其
元
へ
渡
し
申
候
御
請
取
可
被
成
候
、

尤
中
手
村
ゟ
印
形
三
通
并
村
書
目
録
共
慥
ニ
請
取
申
候
、為
念
如
此
ニ
御
座
候
、

以
上

　
　
　

享
保
六
年　
　
　
　
　
　
　

何
村
た
れ
ゟ
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【
註
】

１
�村
上
佑
二
文
庫
の
山
家
藩
関
係
文
書
は
点
数
一
〇
一
点
で
、
該
当
文
書
は
文
書
番
号
一
〇
―
一
～

五
、
紙
縒
一
括
五
点
で
あ
る
。
旧
所
蔵
者
や
伝
来
経
過
は
不
明
で
あ
り
、
内
容
は
山
家
藩
関
係
で

は
な
く
、
綾
部
藩
関
係
で
あ
る
が
、
村
上
氏
は
山
家
藩
領
で
あ
っ
た
村
か
ら
収
集
さ
れ
た
た
め
山

家
藩
関
係
に
分
類
さ
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

２
�同
じ
丹
波
国
の
福
知
山
藩
領
堀
村
で
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
に
「
京
都
御
触
書
御
返
状

番
ニ
当
村
相
当
り
」「
野
花
村
へ
参
り
受
取
、
賃
銀
五
拾
匁
之
内
割
合
ニ
而
銀
札
十
二
匁
弐
分
七

厘
直
ニ
受
取
、
夫
ゟ
京
都
御
東
役
所
へ
御
返
状
仕
候
」
と
あ
り
、
返
状
に
あ
た
っ
て
の
担
当
の
村

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
「
堀
村
代
々
庄
屋
記
録
」『
福
知
山
市
史　

史
料
編
一
』

（
一
九
七
八
）
七
二
六
頁
。
こ
の
記
録
に
は
他
に
も
公
儀
触
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し

て
お
く
。
山
田
洋
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

３
�山
田
洋
一
「
触
に
み
る
近
世
「
徳
川
領
国
」
内
丹
波
国
の
構
造
―
京
都
府
域
関
係
古
文
書
の
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
前
提
と
し
て
⑤
―
」
京
都
府
立
総
合
資
料
館
『
資
料
館
紀
要　

第
３
８
号
』

（
二
〇
一
〇
）。
二
六
七
頁
・
二
六
八
頁
に
は
、
天
田
・
何
鹿
・
多
紀
三
郡
へ
の
京
都
町
奉
行
所
及

び
京
都
代
官
添
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
篠
山
藩
大
庄
屋
が
各
村
へ
廻
達
し
て
お
り
、
本
稿
で
紹
介

し
た
廻
状
廻
達
が
多
紀
郡
で
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
丹

波
六
郡
の
内
、
何
故
こ
の
三
郡
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

４
�史
料
中
は
「
中
手
村
」
と
表
記
す
る
が
、郷
帳
や
藩
関
係
資
料
で
は
村
名
は
「
細
見
村
」
ま
た
は
「
細

見
中
出
村
」
で
あ
る
。
天
田
郡
東
部
の
細
見
谷
に
位
置
し
、
南
は
多
紀
郡
に
接
す
る
。

５
�註
３
同
頁
は
、
京
都
町
奉
行
の
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
お
け
る
人
数
改
の
触
へ
の
京
都
代

官
の
添
触
を
紹
介
し
て
お
り
、
本
事
例
以
外
に
も
同
様
の
廻
達
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

町
奉
行
所
の
触
書
の
宛
先
は
本
稿
と
同
じ
く
丹
波
国
の
天
田
・
何
鹿
・
多
紀
の
三
郡
の
寺
社
中
宛

で
あ
る
。
添
触
は
三
郡
の
代
官
所
と
私
領
村
々
庄
屋
・
年
寄
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
京
都
代
官
が
管

轄
す
る
幕
府
領
以
外
の
村
も
含
ま
れ
る
。
山
田
氏
は
こ
の
添
触
に
つ
い
て
「
添
触
が
何
故
な
さ
れ

る
か
は
不
明
だ
が
、
京
都
町
奉
行
所
と
京
都
代
官
の
補
完
の
関
係
が
あ
る
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

何
村
た
れ
殿

※
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
資
料
閲
覧
等
に
つ
い
て
綾
部
市
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
大
関
美
沙
氏
に
種
々
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

（
京
都
府
立
大
学
共
同
研
究
員
）
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1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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